様式第２号（２枚中１枚目）　　記　載　例

坂戸市農業委員会農地利用最適化推進委員応募書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　８年１０月××日

　坂戸市農業委員会会長　あて

　　坂戸市農業委員会の農地利用最適化推進委員に応募します。なお、次に記載した事項（住所、生年月日を除く。）については、坂戸市農業委員会が公表することを承諾します。

１　応募する者
	　ふりがな
	のうぎょう　はなこ
	年　　齢
	満　××　歳

	氏　　名
	農業　花子
	生年月日
	昭和××年××月××日生

	住　　所
	 坂戸市大字○○　□□番地×

	性　　別
	男　・　女
	職　　業
	　農　業

	


経　　歴
	　
昭和××年３月　○○高等学校卒業
昭和××年４月　就農　現在に至る

平成××年4月～平成××年3月　坂戸市立○○小学校PTA副会長
平成××年4月～平成××年３月　○○地区自治会副会長


	



農業経営
の 状 況
	
主な経営作目；露地野菜
経営耕地面積:３０ａ
従事日数:２００日









２　応募する区域
	募集要項「６　推薦・募集の区域等」表中の「推進委員が担当する区域」欄の左
に記載の区域（三芳野、勝呂、坂戸、入西、大家）から選択してください。


様式第２号（２枚中２枚）

３　応募の理由
	　私は、自治会等の地域活動を経験するなかで、地域のあり方について関心を持つようになりました。また、私達の地域の農業や農地の保全についても、色々考えなければいけないと思い、農地利用最適化推進委員に応募しました。
　遊休農地の発生防止や解消のためには、地域の実情に応じて、地域ぐるみでの農地の有効活用の取り組みが必要であると思い、地域の特性に応じた農業生産を盛んにすることにより、地域の活性化に務めたいと思います。



４　農業委員の募集に応募しているか否かの別
	している　　・　　していない



５　他の自治体の農業委員又は農地利用最適化推進委員の募集に応募している
か否かの別
　　 
	している　　・　　していない






　　　　　（署名・押印）　応募する者　　　　　農業　花子　　　　　印


